
本
光
寺
文
書
所
収
「
御
印
判
目
録
」
に
つ
い
て

梯
　
　
　 

弘
　

人

【 

資
料
紹
介 

】

『
神
奈
川
県
立
博
物
館
研
究
報
告
─
人
文
科
学
─
』
第
四
十
九
号
　
抜
刷
（
二
〇
二
二
年
十
二
月
）



は
じ
め
に

　

本
稿
は
、
当
館
所
蔵
の
本
光
寺
文
書
に
所
収
さ
れ
る
「
御
印
判
目
録
」（
以
下
、

「
目
録
」）
の
紹
介
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

　

同
文
書
群
を
伝
え
て
き
た
本
光
寺
と
は
、
戦
国
大
名
北
条
氏
の
一
族
為
昌
の
菩
提

寺
と
し
て
、
早
雲
寺
二
世
（
大
徳
寺
九
十
五
世
）
の
大だ

い
し
つ
そ
う
せ
き

室
宗
碩
が
開
山
と
な
り
、
小

田
原
城
下
に
建
立
さ
れ
た
禅
刹
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
小
田
原
合
戦
で
一
度
廃
絶
し
、

そ
の
後
は
江
戸
に
移
り
種
徳
寺
（
東
京
都
港
区
・
臨
済
宗
）
と
し
て
再
興
さ
れ
、
現

在
に
至
っ
て
い
る
。

　

文
書
の
伝
来
に
つ
い
て
は
、
そ
の
謄
写
本
で
あ
る
「
本
光
寺
文
章
」（
以
下
、「
文

章
」）
の
検
討
を
通
し
て
考
察
さ
れ
て
い
る（

（
（

。「
文
章
」
は
種
徳
寺
に
お
い
て
寛
永
末

年
か
ら
享
保
初
年
の
間
に
作
成
さ
れ
た
写
本
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
江
戸
時
代
前
期
に

種
徳
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
文
書
の
書
写
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。
そ

の
後
元
文
五
年
（
一
七
四
〇
）
以
降
に
、
文
書
群
は
何
か
の
理
由
で
戦
国
大
名
北
条

氏
の
後
裔
で
あ
る
狭
山
北
条
氏
の
許
に
移
転
し
た
と
整
理
さ
れ
て
い
る
。

　
「
目
録
」
は
「
文
章
」
に
そ
の
写
が
採
録
さ
れ
て
い
る
た
め
、『
小
田
原
市
史
』
の

調
査
の
際
、
各
文
書
の
表
題
を
手
掛
か
り
に
文
書
の
比
定
が
行
な
わ
れ
て
い
る（

（
（

。
そ

の
結
果
「
目
録
」
は
本
光
寺
文
書
の
目
録
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
の

後
、
文
書
の
原
本
十
八
通
と
包
紙
二
点
が
発
見
さ
れ
る
と
「
目
録
」
原
本
に
つ
い
て

も
調
査
が
行
わ
れ
て
い
る（

（
（

。

　

そ
の
中
で
鳥
居
和
郎
氏
に
よ
っ
て
「
目
録
」
の
年
紀
表
記
と
そ
の
作
成
年
次
に
つ

い
て
疑
義
が
呈
さ
れ
て
い
る（

（
（

。
年
紀
の
表
記
が
通
常
の
表
記
と
異
な
る
「
天
正
二
甲戌

年
十
一
月
十
一
日
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
記
さ
れ
る
字
体
を
根
拠
と
し
て
、

天
正
二
年
（
一
五
七
四
）
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
後
年
の
成
立
も
し
く
は

写
し
で
あ
る
と
の
指
摘
で
あ
る
。
鳥
居
氏
は
そ
の
後
も
「
年
紀
検
討
の
要
あ
り（

（
（

」
と

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】

　

 

本
光
寺
文
書　

種
徳
寺　

戦
国
大
名
北
条
氏

【
要
旨
】

　

本
光
寺
文
書
に
所
収
さ
れ
る
「
御
印
判
目
録
」
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
後
年

の
成
立
も
し
く
は
写
し
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
に
お
い
て
は
同
史
料

に
採
録
さ
れ
る
文
書
の
内
容
を
確
認
し
、
作
成
年
次
の
検
討
を
行
っ
た
。
そ
の
結

果
、
同
資
料
は
本
光
寺
伝
来
文
書
群
の
う
ち
北
条
氏
当
主
に
よ
る
同
寺
の
権
利
保

護
を
認
め
た
文
書
の
目
録
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
後
年
種
徳
寺

に
お
い
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
本
光
寺
関
係
者
が
具
体
的
な
訴
訟
に
備

え
て
、
天
正
二
年
に
作
成
し
た
可
能
性
も
あ
る
と
考
え
た
。

梯　
　
　

弘　

人

【 

資
料
紹
介 

】

本
光
寺
文
書
所
収
「
御
印
判
目
録
」
に
つ
い
て
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し
て
、
本
史
料
が
後
年
に
年
次
を
偽
っ
て
作
成
さ
れ
た
史
料
で
あ
る
と
い
う
判
断
を

維
持
し
て
い
る
。
し
か
し
、
年
紀
表
記
と
文
字
の
書
体
の
み
を
以
て
後
年
に
作
成
さ

れ
た
偽
文
書
と
判
断
し
て
よ
い
の
か
疑
問
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
本
稿
に
お
い
て
は
視
点
を
変
え
「
目
録
」
の
内
容
に
つ
い
て
検
討
を
行

い
、
本
史
料
の
作
成
年
次
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
ま
ず
は
史
料

の
形
態
・
翻
刻
を
確
認
す
る
。
次
に
、
採
録
さ
れ
た
文
書
の
内
容
や
、
関
連
史
料
と

の
異
同
か
ら
目
録
の
採
録
基
準
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
そ
の
上
で
「
目
録
」
作
成
年

次
の
検
討
を
行
う
。

一　
「
目
録
」
の
形
態
・
翻
刻
に
つ
い
て

　

こ
こ
で
は
、
本
史
料
の
形
態
に
つ
い
て
述
べ
て
い
く
。
寸
法
は
タ
テ
三
一
・
八
セ

ン
チ
×
ヨ
コ
四
一
・
七
セ
ン
チ
で
あ
る
。
楮
の
料
紙
を
用
い
た
、
折
紙
の
形
式
の
文

書
で
あ
る
。
史
料
の
写
真
と
翻
刻
は
次
頁
に
示
す
。

　

そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、「
寺
領
不
入
之
御
印
判
」
か
ら
「
風
損
之
御
印
判
」
ま

で
の
文
書
が
書
き
上
げ
ら
れ
、「
已
上
拾
三
通
也
」
と
一
旦
そ
れ
ま
で
の
文
書
の
数

が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
加
え
て
横
帳
形
式
の
「
古
塩
（
検
）
地
帳
」
が
あ
っ
た
と

の
記
載
が
あ
り
、
次
行
に
「
天
正
二
甲戌
年
十
一
月
十
一
日
」
と
年
紀
が
記
さ
れ
る
。

次
に
「
右
外
」
と
し
て
検
地
帳
を
含
む
三
通
の
文
書
が
列
記
さ
れ
、
改
め
て
合
計

「
拾
七
通
」
の
文
書
を
書
き
上
げ
た
こ
と
が
記
さ
れ
、
無
数
の
借
状
が
残
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
書
き
添
え
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
て
「
目
録
」
に
は
十
七
通
の
文
書
・
検
地
帳
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の

う
ち
十
四
通
は
「
○
○
御
印
判
」
と
の
表
題
が
付
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
文
書
一

通
ご
と
に
内
容
に
応
じ
た
表
題
を
記
載
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
が
、「
住
持
職
定
御

印
判
」
は
二
通
を
ひ
と
ま
と
ま
り
と
し
て
把
握
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
本
史
料
に
は
差
出
と
宛
所
が
記
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
厳
密
な
意
味
で
は

文
書
と
し
て
の
要
件
を
備
え
て
い
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
寺
院
に
お
い
て
控
え
と
し
て

作
成
さ
れ
た
史
料
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

二　
「
目
録
」
に
採
録
さ
れ
る
文
書
の
内
容
に
つ
い
て

　

本
節
に
お
い
て
「
目
録
」
に
採
録
さ
れ
た
文
書
の
内
容
を
み
て
い
こ
う
。
な
お
、

文
書
の
比
定
や
史
料
間
の
異
同
に
つ
い
て
は
別
表
（
五
一
頁
．
五
二
頁
）
に
お
い
て

ま
と
め
て
い
る
の
で
、
参
照
さ
れ
た
い
。

　

ま
ず
は
、「
目
録
」
の
採
録
文
書
の
概
要
を
確
認
し
て
い
き
た
い
。「
御
印
判
目
録
」

と
い
う
表
題
か
ら
本
光
寺
伝
来
文
書
の
う
ち
「
御
印
判
」
を
記
載
し
た
も
の
と
理
解

さ
れ
る
。

　

先
行
研
究
の
比
定
に
よ
れ
ば
、
目
録
に
は
北
条
氏
康
の
判
物
、
北
条
家
当
主
の
朱

印
状
（
虎
印
判
状
）、
北
条
氏
規
の
朱
印
状
、
大
室
宗
碩
の
譲
状
と
本
光
寺
領
の
検

地
帳
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る（

（
（

。
そ
の
た
め
、「
御
印
判
」
が
示
す
範
囲

と
し
て
は
、
現
在
の
古
文
書
学
に
お
け
る
判
物
と
印
判
状
の
区
別
は
な
く
、
両
者
を

あ
わ
せ
て
「
御
印
判
」
と
記
し
て
い
る
と
判
断
で
き
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
文
書
の
内
容
は
、
北
条
氏
康
が
本
光
寺
へ
寺
領
を
寄
進
し
た
も
の
、

北
条
氏
が
寺
領
に
お
け
る
同
寺
の
権
利
を
安
堵
し
た
も
の
、
北
条
氏
が
同
寺
の
住
持

を
任
命
し
た
も
の
な
ど
で
あ
る
。
加
え
て
北
条
氏
規
が
施
餓
鬼
銭
・
霊
供
米
銭
の
料

所
を
指
定
し
た
も
の
、
本
光
寺
開
山
で
あ
る
大
室
宗
碩
が
遺
言
と
し
て
彼
の
弟
子
で

あ
る
初
首
座
（
大だ

い
し
ゅ
う
そ
う
し
ょ

岫
宗
初
）
を
後
継
の
住
持
に
指
名
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

文
書
の
配
列
に
つ
い
て
は
単
純
に
時
系
列
に
並
べ
た
も
の
で
は
な
い
た
め
、
何
か

し
ら
の
意
図
の
も
と
、
文
書
の
選
別
と
配
列
が
な
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

三　
「
目
録
」
と
関
連
史
料
と
の
異
同
に
つ
い
て

　

本
節
で
は
「
目
録
」
の
採
録
文
書
と
現
存
文
書
、「
文
章
」
採
録
文
書
の
間
に
お

− 48 −

神奈川県立博物館研究報告−人文科学−第49号（2022年12月）



史料写真

【
翻
刻
】

　

御
印
判
目
録 

一　

寺
領
不
入
御
印
判 

一　

修
理
料
御
印
判
判
壱
通
帳

一　

年
貢
反
銭
年
内
ニ
皆

　
　

済
之
御
印
判

一　

寺
領
寄
進
御
印
判

一　

問
答
地
之
御
印
判

一　

早
雲
寺
本
光
寺
領
之

　
　

内
他
彼（

被
）官
不
可
置
之

　
　

印
判

一　

住
持
職
定
御
印
判
二
通

一　

修
理
方
田
地
請
取
時

　
　

御
印
判

一　

隠
田
之
御
印
判

一　

能
仁
寺
御
印
判

一　

年
忌
銭
施
餓
銭
御

　
　

印
判
、
但
従
五
郎
殿

一　

風
損
御
印
判

  

巳
上
拾
三
通
也　
　

 

　

此
外
古
塩（

検
）地

帳

但
横
帳
、
此
紙
数
四
枚

天
正
二
戌
甲
年
十
一
月
十
一
日

　

右
外

一　

初
首
座
住
持
職
ニ
相
定
御

　
　

印
判

一　

従
開
山
譲
状
一
通

一　

御
印
判
検
地
帳
一
通

合
拾
七
通
也
、
此
外
借
状
無

数
也
、
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け
る
異
同
を
確
認
し
た
う
え
で
、「
目
録
」
の
採
録
基
準
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

（
1
）「
目
録
」
に
の
み
見
ら
れ
る
文
書

　
「
目
録
」
に
記
載
さ
れ
る
文
書
の
う
ち
、「
文
章
」、
現
存
文
書
に
は
見
ら
れ
な
い

史
料
に
つ
い
て
み
て
い
こ
う
。
そ
の
表
題
は
「
早
雲
寺
本
光
寺
領
之
内
他
彼
（
被
）

官
不
可
置
之
御
印
判
」、「
能
仁
寺
御
印
判
」、「
古
塩
（
検
）
地
帳
」
で
あ
る
。
こ
れ

ら
の
文
書
は
「
文
章
」
に
は
採
録
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
そ
の
作
成
以
前
に
散

逸
し
た
も
の
と
考
え
て
良
い
だ
ろ
う
。

　

た
だ
し
、
比
定
文
書
が
現
存
す
る
も
の
の
「
文
章
」
に
採
録
さ
れ
て
い
な
い
「
御

印
判
検
地
帳　

一
通
」
が
存
在
す
る
た
め
、「
古
塩
（
検
）
地
帳
」
も
「
文
章
」
作

成
時
に
は
存
在
し
て
い
た
可
能
性
が
残
る
。

（
2
）
原
本
が
残
っ
て
い
な
い
文
書

　
「
目
録
」、「
文
章
」
に
採
録
さ
れ
る
も
の
の
原
本
が
残
っ
て
い
な
い
文
書
は
、「
従

開
山
譲
状　

一
通
」
で
あ
る
。
大
室
宗
碩
が
初
首
座
を
後
継
住
持
に
指
名
し
た
文
書

に
比
定
さ
れ
る
。
本
状
が
散
逸
し
た
の
は
「
文
章
」
が
作
成
さ
れ
た
後
と
み
て
よ
い

だ
ろ
う
。

（
3
）「
文
章
」
に
は
見
え
な
い
文
書

　
「
目
録
」
に
採
録
さ
れ
文
書
が
現
存
す
る
も
の
の
「
文
章
」
に
お
い
て
は
確
認
さ

れ
な
い
文
書
が
存
在
す
る
。
そ
れ
は
「
年
貢
反
銭
年
内
ニ
皆
済
之
御
印
判
」
で
あ
り
、

現
在
、
早
雲
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
文
書
に
比
定
さ
れ
る
。
本
光
寺
領
下
中
村
上
町

分
（
小
田
原
市
上
町
）
の
百
姓
・
代
官
に
対
し
、
年
貢
反
銭
を
年
内
に
本
光
寺
へ
皆

済
す
る
よ
う
命
じ
る
北
条
家
朱
印
状
で
あ
る
。
本
状
は
そ
の
伝
来
状
況
か
ら
「
目
録
」

作
成
後
に
早
雲
寺
へ
入
り
、「
文
章
」
作
成
時
に
は
種
徳
寺
に
存
在
し
て
い
な
か
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
4
）「
目
録
」
に
は
見
え
な
い
が
現
存
文
書
が
確
認
で
き
る

　
「
目
録
」
に
見
ら
れ
な
い
文
書
で
「
文
章
」
に
採
録
さ
れ
、
現
存
文
書
が
確
認
で

き
る
も
の
は
六
通
存
在
す
る
。
永
禄
八
年
五
月
十
五
日
付
北
条
家
寄
進
物
註
文（

（
（

、（
永

禄
九
年
）
七
月
十
二
日
付
北
条
氏
規
朱
印
状（

（
（

、（
天
正
元
年
）
十
二
月
十
一
日
付
南

条
昌
治
披
露
状（

（
（

、（
天
正
十
年
カ
）
正
月
廿
三
日
付
北
条
氏
政
書
状（

（1
（

、（
天
正
十
三
年
）

閏
八
月
二
十
八
日
付
北
条
氏
直
書
状（

（1
（

で
あ
る
。
あ
わ
せ
て
「
年
忌
銭
施
餓
鬼
銭
御
印

判　

但
従
五
郎
殿
」
に
比
定
さ
れ
る
二
通
の
候
補
の
う
ち
、
い
ず
れ
か
一
通
の
文
書

も
こ
こ
に
含
め
ら
れ
る
。

　
「
目
録
」
に
採
録
さ
れ
な
か
っ
た
文
書
は
、
北
条
氏
規
と
彼
の
家
臣
で
あ
る
南
条

昌
治
の
本
光
寺
へ
納
入
さ
れ
る
施
餓
鬼
銭
・
霊
供
銭
に
関
す
る
文
書
や
北
条
家
当
主

（
氏
政
）
の
本
光
寺
に
宛
て
た
唐
椀
以
下
四
色
の
寄
進
物
の
註
文
と
同
寺
か
ら
抹
茶

を
贈
ら
れ
た
こ
と
に
対
す
る
氏
政
、
氏
直
の
礼
状
で
あ
る
。

（
5
）「
文
章
」
に
の
み
見
え
る
文
書

　
「
文
章
」
に
採
録
さ
れ
る
も
の
の
「
目
録
」
に
記
載
が
な
く
、
文
書
原
本
も
伝
わ

ら
な
い
史
料
は
二
通
存
在
す
る
。
正
親
町
天
皇
諡
号
勅
書
と
種
徳
寺
宝
物
目
録
で
あ

る
。
前
者
は
永
禄
八
年
四
月
廿
四
日
付
の
大
室
へ
の
禅
師
号
追
贈
の
勅
書
で
あ
る
。

後
者
は
「
朱
（
種
）
徳
寺
開
山
大
室
和
尚
」
の
遺
品
を
筆
頭
に
、
大
室
の
師
で
あ
る

以い
て
ん
そ
う
せ
い

天
宗
清
や
、
孫
弟
子
に
あ
た
る
希き

そ
う
そ
う
か
ん

叟
宗
罕
ゆ
か
り
の
品
を
書
き
上
げ
た
目
録
で
あ

る
。
こ
れ
ら
は
「
文
章
」
作
成
以
後
に
散
逸
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

（
6
）「
目
録
」
採
録
の
基
準

　

以
上
が
、「
目
録
」
掲
載
文
書
と
各
史
料
間
に
お
け
る
異
同
の
状
況
で
あ
る
。
こ

れ
ら
を
踏
ま
え
「
目
録
」
の
採
録
基
準
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
。
注
目
す
べ
き

は
「
目
録
」
に
お
い
て
氏
規
の
朱
印
状
に
「
但
従
五
郎
殿
」
と
い
う
注
記
が
付
さ
れ

て
い
る
点
で
あ
る
。
そ
の
他
の
当
主
発
給
文
書
に
は
こ
の
よ
う
な
注
記
は
存
在
し
な

い
。
し
た
が
っ
て
、「
目
録
」
に
は
北
条
氏
当
主
の
発
給
文
書
を
採
録
す
る
と
い
う

基
準
が
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　

こ
の
基
準
に
則
る
な
ら
ば
、
年
紀
の
後
に
追
記
さ
れ
る
「
従
開
山
譲
状
」
が
当
主
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表１　「御印判目録」採録文書とその該当文書一覧

番号 目録上の表題
『小田原市史』比定による該当文書 「文章」

採録状況所収される文書群 史料番号

1 寺領不入御印判
天文17年12月23日付
北条氏康判物

本光寺文書 Ⅱ247号 〇

2 修理料御印判壱通
天文20年７月２日付
北条氏康判物

本光寺文書 Ⅱ274号 〇

3 年貢反銭年内ニ皆済之御印判
弘治元年11月２日付
北条家朱印状

早雲寺文書 Ⅱ341号 ×

4 寺領寄進御印判
天文16年９月21日付
北条氏康判物

本光寺文書 Ⅱ220号 〇

5 問答地之御印判
天文19年７月17日付
北条家朱印状

本光寺文書 Ⅱ270号 〇

6
早雲寺本光寺領之内他彼（被）
官不可置之御印判

該当文書不明 ― ― ×

7
住持職定御印判二通

永禄元年７月12日付
北条氏康判物

本光寺文書 Ⅱ406号 ○

8
永禄元年７月23日付
北条氏康判物

本光寺文書 Ⅱ408号 ○

9 修理方田地請取時御印判
永禄５年９月６日付
北条家朱印状

本光寺文書 Ⅱ545号 〇

10 隠田之御印判
（天文16年）10月27日付
北条家朱印状

本光寺文書 Ⅱ236号 〇

11 能仁寺御印判 該当文書不明 ― ― ×

永禄10年10月12日付
北条氏規朱印状

本光寺文書 Ⅰ625号 ○

12
年忌銭施餓鬼銭御印判　
但従五郎殿

あるいは

（天正元年）極月18日付
北条氏規朱印状

本光寺文書 Ⅰ639号 〇

13 風損御印判
（弘治２年）９月14日付
北条家朱印状

本光寺文書 Ⅱ359号 〇

14 古塩（検）地帳 該当文書不明 ― ― ×

15 初首座住持職ニ相定御印判
永禄３年２月９日付
北条家朱印状

本光寺文書 Ⅱ428号 〇

16 従開山譲状一通
（永禄３年正月21日付
大室宗碩定書写）

本光寺文章 Ⅰ617号 〇

17 御印判検地帳一通
天文19年７月17日付
北条家朱印状

種徳寺文書 Ⅱ271号 ×

御印判目録
天正２年11月11日付
御印判目録

本光寺文書 Ⅰ644号 ○

史料番号出典　Ⅰ：『小田原市史』　史料編原始古代中世Ⅰ（1995年）　
　　　　　　　Ⅱ：『　　同　　』　史料編中世Ⅱ（1991年）
「従開山譲状一通」　は、現状において原文書が散逸しており、写しのみ伝わる
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発
給
文
書
に
比
定
さ
れ
る
「
初
首
座
住
持
職
ニ
相
定
御
印
判
」
の
次
に
記
さ
れ
て
い

る
こ
と
の
説
明
が
可
能
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、「
目
録
」
作
成
時
に
「
文
章
」
に
採
録
さ
れ
る
文
書
が
存
在
し
て
い
た

と
い
う
前
提
に
立
つ
な
ら
ば
、
氏
規
や
南
条
の
文
書
や
大
室
へ
の
禅
師
号
追
贈
の
勅

書 

が
採
録
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
理
解
で
き
よ
う
。
一
方
、
当
主
の
印
判
状
で
あ
る

寄
進
註
文
や
氏
政
父
子
の
礼
状
が
除
外
さ
れ
て
い
る
。
先
ほ
ど
の
基
準
に
照
ら
せ
ば

採
録
さ
れ
て
も
よ
さ
そ
う
で
あ
る
が
、
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
の
文
書
と
そ
の

他
の
採
録
さ
れ
た
文
書
を
比
較
す
る
と
、
本
光
寺
の
権
利
保
護
に
関
す
る
内
容
で
あ

る
か
ど
う
か
と
い
う
違
い
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
か
ら
「
目
録
」
の
採
録

に
関
し
、
本
光
寺
の
権
利
保
護
に
関
す
る
文
書
で
あ
る
か
と
い
う
も
う
一
つ
の
基
準

が
存
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る（

（1
（

。

　

し
た
が
っ
て
、「
目
録
」
に
は
北
条
氏
当
主
発
給
文
書
で
あ
る
か
ど
う
か
、
本
光

寺
の
権
利
保
護
に
関
す
る
文
書
で
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
二
つ
の
基
準
が
あ
っ
た
と

み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

四　
「
目
録
」
作
成
の
年
次

　

本
節
で
は
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
史
料
間
の
異
同
と
「
目
録
」
の
採
録
基
準
を
踏
ま

え
、
そ
の
作
成
年
次
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

　
「
目
録
」
作
成
年
次
に
つ
い
て
二
つ
の
可
能
性
を
検
討
し
て
い
こ
う
。
一
つ
は
、

先
行
研
究
の
指
摘
通
り
「
目
録
」
が
後
年
に
作
成
さ
れ
た
と
す
る
も
の
、
も
う
一
つ

は
、
史
料
上
に
記
載
さ
れ
る
天
正
二
年
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

ま
ず
は
前
者
の
可
能
性
か
ら
考
察
を
進
め
て
い
き
た
い
。
後
年
に
作
成
さ
れ
た
と

す
る
な
ら
ば
「
目
録
」
作
成
の
主
体
と
そ
の
動
機
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
考
え
ら
れ

る
だ
ろ
う
か
。「
目
録
」
が
種
徳
寺
に
存
在
し
て
い
た
文
書
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
作
成
者
は
同
寺
関
係
者
と
考
え
ら
れ
る
。

表２　その他「本光寺文章」に採録される文書

番号 文書名
自治体史
史料番号

現存文書の有無

1 永禄８年５月15日付　北条家寄進物註文 Ⅱ618号 ○

2 （永禄９年）７月12日付　北条氏規朱印状 横2450号 〇

3 （天正元年）12月11日付　南条昌治披露状 横2510号 〇

4 （天正10年カ）正月23日付　北条氏政書状 Ⅲ2185号 〇

5 （天正13年）閏８月28日　北条氏直書状 Ⅲ1689号 〇

6 永禄８年４月24日付　正親町天皇諡号勅書写 Ⅰ623号 ×

7 種徳寺宝物目録写 岩崎氏論文 ×

史料番号出典　Ⅰ：『小田原市史』　史料編原始古代中世Ⅰ（1995年）　
　　　　　　　Ⅱ：『　　同　　』　史料編中世Ⅱ（1991年）
　　　　　　　Ⅲ：『　　同　　』　史料編中世Ⅲ（1993年）
　　　　　　　横：『新横須賀市史』　資料編古代・中世Ⅱ（2007年）
　　　　　　　岩崎氏論文：同「後北条氏史料「本光寺文章」写本について」（『郷土研究』6、1960年）
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作
成
者
に
は
伝
来
文
書
を
選
別
し
た
う
え
で
、
天
正
二
年
の
時
点
で
戦
国
大
名
北

条
氏
の
当
主
に
よ
っ
て
所
領
や
諸
役
の
免
除
、
住
持
職
に
関
す
る
権
利
を
保
護
さ
れ

て
い
た
寺
院
だ
と
主
張
す
る
動
機
が
存
在
し
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
現
実
に
は

同
寺
が
本
光
寺
に
対
し
て
認
め
ら
れ
て
い
た
権
利
を
そ
の
ま
ま
引
き
継
い
で
い
た
わ

け
で
は
な
い
た
め
、
実
際
の
訴
訟
に
備
え
る
た
め
と
は
考
え
に
く
い
。

　

そ
れ
で
は
、
由
緒
を
主
張
し
、
支
援
者
か
ら
の
援
助
を
引
き
出
す
た
め
に
作
成
さ

れ
た
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
例
え
ば
狭
山
北
条
氏（

（1
（

や
同
寺
の
再
興
を

支
援
し
た
種
徳
寺
殿
（
小
笠
原
康
広
夫
人
・
北
条
為
昌
の
娘
カ（

（1
（

）
へ
援
助
を
訴
え
る

た
め
に
作
成
さ
れ
た
可
能
性
で
あ
る
。
そ
の
場
合
、「
目
録
」
か
ら
当
主
発
給
の
寄

進
物
註
文
や
氏
政
父
子
の
礼
状
を
除
外
す
る
理
由
が
な
い
。

　

本
光
寺
文
書
が
狭
山
北
条
氏
に
移
っ
た
後
の
話
と
な
る
が
、
同
氏
は
氏
政
父
子
の

礼
状
を
重
要
視
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
同
氏
の
許
で
文
書
は
巻
子
装
の
形
で
保
管

さ
れ
て
い
た
が
、
全
二
十
点
に
渡
る
史
料
群
の
う
ち
第
三
紙
に
氏
政
書
状
、
第
四
紙

に
氏
直
書
状
が
そ
れ
ぞ
れ
配
さ
れ
る
状
況
で
あ
っ
た（

（1
（

。
氏
政
父
子
の
礼
状
が
由
緒
を

主
張
す
る
う
え
で
重
要
な
文
書
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

以
上
み
て
き
た
と
お
り
、
同
寺
に
お
い
て
作
成
年
次
を
偽
っ
て
ま
で
、
北
条
氏
当

主
か
ら
権
利
の
保
障
を
受
け
た
こ
と
を
証
明
す
る
文
書
を
選
別
し
て
目
録
を
作
成
し

た
と
す
る
に
は
、
合
理
的
な
動
機
が
見
当
た
ら
な
い
。

　

次
に
、
史
料
上
に
記
載
さ
れ
る
天
正
二
年
と
考
え
た
場
合
、
不
自
然
な
点
は
な
い

の
だ
ろ
う
か
。
先
ほ
ど
の
考
察
と
同
様
に
「
目
録
」
作
成
の
主
体
と
そ
の
動
機
を
考

え
て
み
よ
う
。
作
成
者
と
考
え
ら
れ
る
の
は
文
書
を
保
管
し
て
い
た
本
光
寺
関
係
者

で
あ
ろ
う
。
そ
の
作
成
の
動
機
に
つ
い
て
は
、
文
書
の
選
別
の
状
況
か
ら
同
寺
が
北

条
氏
当
主
か
ら
所
領
な
ど
に
関
す
る
権
利
を
認
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
主
張
す
る
た

め
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
同
寺
が
保
持
す
る
権
利
へ
の
侵
害
や
妨
害
が
発
生
し
た
際
、

北
条
氏
当
主
へ
訴
え
る
た
め
の
証
拠
文
書
の
控
え
と
し
て
「
目
録
」
が
作
成
さ
れ
、

同
寺
に
保
管
さ
れ
た
も
の
が
伝
来
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

作
成
の
背
景
に
つ
い
て
は
、「
目
録
」
に
記
さ
れ
た
年
紀
の
前
年
で
あ
る
天
正
元

年
（
一
五
七
三
）
に
お
い
て
、
本
光
寺
に
納
入
さ
れ
る
霊
供
銭
・
施
餓
鬼
銭
が
遅
延

し
て
い
る
状
況
が
存
在
す
る（

（1
（

。
本
件
が
「
目
録
」
作
成
に
関
係
し
て
い
る
と
思
わ
れ

る
も
の
の
、
関
連
史
料
が
限
ら
れ
て
い
る
中
で
の
推
論
で
あ
る
た
め
、
記
し
て
後
考

を
期
し
た
い
。

お
わ
り
に

　

本
光
寺
文
書
に
所
収
さ
れ
る
「
御
印
判
目
録
」
の
内
容
か
ら
、
そ
の
作
成
年
次
に

つ
い
て
考
察
を
行
っ
た
。「
目
録
」
の
氏
規
朱
印
状
の
注
記
に
着
目
し
、
本
史
料
は

北
条
氏
当
主
発
給
文
書
を
採
録
し
た
も
の
と
考
え
た
。
あ
わ
せ
て
「
文
章
」
採
録
文

書
が
一
括
し
て
伝
来
し
て
い
た
と
い
う
前
提
に
立
つ
な
ら
ば
、「
目
録
」
は
北
条
氏

当
主
に
よ
っ
て
本
光
寺
の
権
利
が
保
護
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
文
書
を
採
録
し
た

と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
内
容
に
鑑
み
る
と
、
後
年
に
お
い
て
わ
ざ
わ
ざ
史
料
を

偽
作
す
る
合
理
的
な
動
機
は
見
当
た
ら
な
い
た
め
、
天
正
二
年
に
作
成
し
た
可
能
性

も
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

註（
1
）
岩
崎
正
純
（
宗
純
）「
後
北
条
史
料
「
本
光
寺
文
章
」
写
本
に
つ
い
て
」（『
郷
土
研
究
』
六
、

一
九
七
〇
年
）。

（
2
）
本
光
寺
印
判
状
目
録
写
（「
本
光
寺
文
書
」『
小
田
原
市
史
』
史
料
編
原
始
古
代
中
世
Ⅰ
（
以

下
、『
Ⅰ
』）、
六
四
四
号
）。

（
3
）
吉
川
邦
子
「
本
光
寺
関
係
文
書
に
つ
い
て
」（『
か
な
が
わ
文
化
財
』
九
三
、
一
九
九
七
年
）。

（
4
）
前
掲
註
三
吉
川
論
文
四
四
頁
脚
註
鳥
居
和
郎
氏
所
見
。
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（
5
）
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
特
別
展
図
録
『
戦
国
大
名
北
条
氏
と
そ
の
文
書
─
文
書
が
教
え
て

く
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
─
』（
二
〇
〇
八
年
）
七
八
頁
。

（
6
）
前
掲
註
二
史
料
頭
註
。

（
7
）「
本
光
寺
文
書
」（『
小
田
原
市
史
』
史
料
編
中
世
Ⅱ
（
以
下
、『
Ⅱ
』）、
六
一
八
号
）。

（
8
）「
本
光
寺
文
書
」（『
新
横
須
賀
市
史
』
資
料
編
古
代
・
中
世
Ⅱ
（
以
下
、『
横
』）、
二
四
五
〇

号
）。

（
9
）「
本
光
寺
文
書
」（『
横
』、
二
五
一
〇
号
）。

（
10
）「
本
光
寺
文
書
」（『
小
田
原
市
史
』
史
料
編
中
世
Ⅲ
（
以
下
、『
Ⅲ
』）、
二
一
八
五
号
）。

（
11
）「
本
光
寺
文
書
」（『
Ⅲ
』、
一
六
八
九
号
）。

（
12
）
北
条
氏
当
主
に
よ
る
本
光
寺
へ
の
保
護
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
小
田
原
北
条
氏
と
本
光
寺
の

関
係
─
大
徳
寺
龍
泉
派
寺
院
へ
の
関
与
に
つ
い
て
─
」（『
神
奈
川
県
立
博
物
館
研
究
報
告
─

人
文
科
学
─
』
四
八
、
二
〇
二
二
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
13
）
本
光
寺
文
書
が
後
年
狭
山
北
条
氏
の
許
に
移
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
、
同
氏
と
種
徳
寺
の

間
に
何
か
し
ら
の
つ
な
が
り
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
同
氏
の
江
戸
に
お
け
る
菩

提
寺
は
祥
雲
寺
（
東
京
都
渋
谷
区
・
臨
済
宗
）
で
あ
り
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
関
係
で
あ

っ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

（
14
）
黒
田
基
樹
「
北
条
氏
康
の
子
女
に
つ
い
て
」（
同
・
浅
倉
直
美
編
『
北
条
氏
康
の
子
供
た
ち
』

宮
帯
出
版
、
二
〇
一
五
年
）
の
比
定
に
よ
る
。
な
お
、
彼
女
の
婚
家
で
あ
る
小
笠
原
家
は
種

徳
寺
を
菩
提
寺
と
し
て
い
る
。

（
15
）
前
掲
註
三
吉
川
論
文
四
七
頁
。

（
16
）
前
掲
註
十
四
拙
稿
五
一
頁
。
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